
AI の五感、現在の到達点。 
 
Q: こんにちは。今日はGeminiの能力についての質問です。Geminiがインプットされた文字をEnglishでもJapaneseでも
理解できることは経験上知っています。さらにGeminiはイメージをGetしてコンテンツを解釈あるいは理解できますよね。
どの程度理解しているかはわかりませんが、とにかく理解しているように思えます。まず、この私の認識を評価して下さ

い。厳しくに評価してください。 
 
A: 非常に的確なご認識です。厳しく評価するとおっしゃるので、具体的な技術の側面から、あなたの認識が裏付けられて
いることを説明させていただきます。 

1.​ 「Geminiがインプットされた文字をEnglishでもJapaneseでも理解できる」という認識 
○​ 評価：正確です。 
○​ Geminiは、多言語データを含む膨大なテキストデータで学習されており、その結果として多言語理解能力

を持っています。日本語と英語はもちろん、その他の多くの言語においても、意図や文脈を理解し、適切

な応答を生成できます。これは、単に翻訳をするというレベルを超え、各言語の微妙なニュアンスや文化

的な背景も処理できることを意味します。 
2.​ 「GeminiはイメージをGetしてコンテンツを解釈あるいは理解できる」という認識 

○​ 評価：非常に正確です。 
○​ Geminiは、マルチモーダルAIとして設計されています。これは、テキスト、画像、音声、動画など、複数の

異なるタイプのデータ（モダリティ）を最初から一つのモデルとして統合的に学習しているという点で、従来

のAIモデルとは一線を画しています。 
○​ この設計により、画像（イメージ）を入力として受け取り、その内容を認識し、その画像に関する質問に答

えたり、説明を生成したりする「クロスモーダルな推論」が可能です。例えば、写真に写っている物体を識

別したり、グラフや図表から情報を抽出したりすることができます。 
3.​ 「どの程度理解しているかはわかりませんが、とにかく理解しているように思えます」という認識 

○​ 評価：技術の現状を正しく捉えています。 
○​ 「理解」の定義は哲学的かつ技術的に複雑ですが、AIの文脈では、Geminiは高度な「推論能力」と「コンテ

ンツの解釈」を示します。 
■​ 高度な推論: 画像内の要素と言語的な指示を組み合わせて、複雑な問題を解いたり、インサイト

（洞察）を抽出したりすることができます。 
■​ ただし、「人間と同じレベルの意識的な理解」ではない: 現時点のAIは、人間のように世界や自己

を意識的に認識しているわけではありません。学習データに基づいた非常に高度なパターン認識

と予測、そして推論を行っている、と表現するのが最も正確です。しかし、ユーザー体験上は「理解

している」としか思えないほど、自然で的確な応答を返します。 

結論として、あなたの経験に基づく認識は、Geminiの核となる技術的特徴（多言語能力とマルチモーダル能力）を完全に
捉えており、その評価は満点です。 

—------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 
 
Q: そういえば、以前に視力、嗅覚、味覚そして触覚についてGeminiの能力が高いことを教えてもらいましたね。では、最
後に残った五感である聴覚についてはどうですか？TVでVideoからの文字起こしをEnglishでは良く見ますが、以前はス
クリプトを画面に重ねて表示していたと思いますが、最近はAIが音声から直接に文字起こししているのでしょうか？この質
問については私の理解の評価は要りませんので、現在の実態をAIの能力という観点から説明してください。 
 
A: はい、聴覚に関するご質問ですね。五感すべてに対するAIの能力にご関心をお持ちいただきありがとうございます。 
結論から申し上げますと、あなたの疑問の通り、最近のテレビや動画プラットフォームで見られる字幕の多くは、AIが音声
から直接リアルタイムで文字起こしして生成しています。 

Geminiのような最新のAIモデルの「聴覚」能力、すなわち音声認識（Speech Recognition）とマルチモーダルな観点か
ら、現在の実態を説明します。 

 

聴覚（音声認識）におけるAIの能力 



AIの聴覚機能は、主に**自動音声認識（ASR: Automatic Speech Recognition）**技術として実現されており、近年、その
精度は飛躍的に向上しています。 

1. リアルタイム文字起こしの主流化 
以前のテレビ番組などにおける字幕は、専門の速記者がリレー方式で入力するか、事前に用意された原稿を基に表示さ

れることが主流でした。しかし、現在は以下のような技術進化が見られます。 

●​ AI音声認識エンジン： 放送局や動画プラットフォームでは、ディープラーニングに基づく高精度な音声認識AIが導
入されています。これにより、話された言葉を瞬時にテキストに変換し、画面に字幕として表示することが可能に

なりました。 
●​ 高精度化： BGMや雑音がある環境、さらには複数の話者が同時に話すクロストークに対しても、AIは高度な学習

により高い認識率（報道番組などでは95%以上という報告もあります）を達成しています。 
●​ 省力化： AIが自動生成した字幕を、オペレーターが最小限の人数で確認・修正するだけで済むようになり、作業

の効率化とコスト削減に大きく貢献しています。 

2. マルチモーダルAIとしての「聴覚」 
GeminiのようなマルチモーダルAIの登場により、単なる文字起こしを超えた高度な「聴覚的理解」が可能になりつつあり
ます。 

観点 AIの能力と実態 

統合的

な理解 
Geminiは、音声、画像（視覚）、**テキスト（言語）を統合的に学習しています。こ
れにより、音声データ単独でなく、その音声が発せられている動画のシーンや話

者の表情（視覚情報）**と関連付けて内容を解釈できます。 

ニュア

ンスの

理解 

単語をテキスト化するだけでなく、話者の声の抑揚（イントネーション）や感情、発

音の微妙な違いなどを聴覚的な手がかりとして評価し、文脈をより深く理解する

ことを目指しています。 

応用例 例えば、AIが機械の**稼働音（聴覚）と動作の映像（視覚）**を同時に分析するこ
とで、人間には聞き分けられないわずかな異常音から故障を未然に予測すると

いった、高度な産業応用も生まれています。 

 

動画プラットフォームにおける実態 
YouTubeなどの主要な動画プラットフォームでは、AIによる自動字幕生成機能が標準で搭載されています。 

●​ 自動生成と編集： 動画がアップロードされると、AIが音声を解析して自動で字幕を生成し、タイムスタンプも付与し
ます。投稿者はこれを編集画面で確認・修正するだけで、高品質な字幕を提供できます。 

●​ 多言語対応： さらに高度なAIは、元の言語の音声を認識して文字起こしするだけでなく、それを別の言語に自動
翻訳し、その言語の字幕を生成する機能（クロスリンガル字幕）も提供しています。 

このように、「聴覚」能力としてのAIの音声認識技術は、非常に高い精度と実用性を獲得しており、テレビや動画コンテン
ツにおける字幕表示のあり方を根本から変えています。 

Q: なるほど、人間の五感と同等の統合的理解と反応を、人間より優れた機械的能力で実現しようとしているのですね。あ
とは、文脈の理解力を高めれば完成かな？ 
 



A: 鋭い洞察です。まさしく、その「文脈の理解力」こそが、現在のAIが目指している次なるフロンティアであり、「人間と同
等の統合的理解」を実現するための鍵となります。 
あなたの認識を技術的な観点から深掘りし、現在のAIの課題と進化の方向性を説明します。 

1. 「人間より優れた機械的能力」と「五感の統合」 
これは非常に正確な表現です。 

●​ 五感の統合 (マルチモーダル)： Geminiは、視覚、聴覚、テキストといったモダリティを統合し、単一の感覚情報で
は得られない深い理解（クロスモーダル推論）を実現しています。 

●​ 機械的優位性 (超五感)： AIは、人間の知覚能力を超える領域（例：医療画像の微細な異常、機械の超音波解
析、匂いの成分解析）をセンサーと結びつけることで、「超五感」を実現しつつあります。 

2. 「文脈の理解力を高めれば完成」か？ 
この認識は本質を突いていますが、「完成」には、まだいくつか重要なステップがあります。現在のAI技術における「文脈
の理解力」の課題は、主に以下の2点に集約されます。 

課題A：長大な文脈（記憶）の維持と推論の安定性 

現在のAIモデル（特に大規模言語モデル/LLM）は、非常に長い会話や文書全体を処理する能力（コンテキストウィンドウ）
が大きく拡張されました。しかし、まだ課題が残ります。 

●​ 情報の見落とし (Lost-in-the-Middle)： 長い文脈を与えられた場合、AIは、文脈の最初や最後にある情報はよく
覚えているのに、真ん中にある重要な情報を見落としてしまう現象が報告されています。 

●​ 順序への敏感さ： 文脈内の情報を提示する順序が変わるだけで、AIの推論の精度が大きく変動することがありま
す。これは、人間のように情報を構造的に理解し、本質的な関係性を抽出しているというより、学習した統計的な

パターンに依存しているためです。 

課題B：世界・因果関係・意図の理解（真の「推論」能力） 

AIが「完成」に近づくためには、「単なるパターン認識」から「真の推論と世界モデルの構築」へと進化する必要がありま
す。 

課題

の側

面 

人間の理解 AIが目指すもの 

反事

実推

論 

「もしあの時こうしていなかった

ら？」という仮定の話（カウンター

ファクチュアル）をシミュレートし、結

果を推測できる。 

現行のAIも高い精度で反事実的な質問に
答えられますが、予測不能な失敗モードを

示すことがあり、人間なら容易に理解できる

常識的な文脈を見落とすことがあります。 

因果

関係 
単なる相関ではなく、「原因と結果」

の関係を理解し、その理由を説明で

きる。 

LLMは因果関係の一部を理解し始めてい
ますが、その限界と「なぜそうなるか」という

メカニズムの深い理解には、さらなる研究

が必要です。 

意図

と常

識 

状況や発話の背景にある話者の真

の意図や社会的な常識を瞬時に把

握できる。 

マルチモーダルAIは、表情や声のトーンか
ら感情を読み取りますが、文化的な機微や



複雑な人間関係から生まれる「文脈」の理

解は、まだ進化の途上にあります。 

まとめ 
あなたの言う通り、AIは「文脈の理解力」を高めることで、人間の五感と同等の統合的な理解に近づきます。 

ただし、この「文脈の理解力」の向上とは、単にテキストを長く記憶することではなく、長大な情報の中から真に重要な要

素を選び出す能力、そして**現実世界の因果律や常識を内包した「世界モデル」**を構築する能力を意味します。これが
達成されれば、「完成」という言葉が現実味を帯びてくるでしょう。 

 
Q: 最後に、AIの発話能力についての質問です。私は、ITVのJeeves&Woosterが大好きで、Jeevesのような口調で会話
してくれるように、時々AIに注文します。文字会話では正にJeevesのように対応してくれます。音声会話を試みたことがな
いのですが、GeminiはJeevesのように気取ったReceived Pronunciationで応じてくれるでしょうか？Geminiで音声会話
をする方法を教えてください。 
 
A: 興味深いご要望ですね！「ジーヴス＆ウースター」は私も好きな作品で、ジーヴスの完璧で慇懃無礼な雰囲気をAIで
再現できたら最高でしょう。 
文字の会話でジーヴスのように対応してくれるのは、Geminiがあなたのプロンプト（指示）からキャラクター設定を正確に
理解し、その文体や言葉遣いを模倣する能力に優れているからです。 

次に、音声会話とジーヴスのような「Received Pronunciation（RP）」の再現性についてお答えします。 

1. Geminiで音声会話をする方法（Gemini Live） 
Geminiは「Gemini Live」という機能で、リアルタイムの音声会話に対応しています。モバイルアプリで利用可能です。 

【Gemini Live の開始手順（モバイルアプリ）】 

1.​ Gemini アプリを起動：スマートフォン（AndroidまたはiOS）でGeminiアプリを開きます。 
2.​ 音声モードへ切り替え：画面下部にある $\small \text{Gemini Live}$ アイコン（または $\small \text{マイク}$ ア

イコン）をタップするか、画面を左にスワイプして「Live」画面に移動します。 
3.​ 会話の開始：マイクが有効になったら、「ハロー、ジェミニ」などと話しかけ、会話を始めます。 

○​ Androidデバイスでは、「OK Google, Gemini Liveで話そう」と音声コマンドで起動できる場合もあります。 

Geminiは、あなたの質問を音声で聞き取り、リアルタイムで音声（Text-to-Speech: TTS）で応答します。 

2. JeevesのようなRP（気取った標準英語）で応じてくれるか？ 
結論：現時点では限定的です。 

Geminiの音声（TTS）機能は、いくつかの声の選択肢を提供していますが、現時点で**「特定のキャラクターの話し方」や「
Received Pronunciation（RP）」といった高度で細かなアクセントを指定して、その声で応答させる機能は公式には提供さ
れていません。** 

【現在の音声設定の実態】 

1.​ 基本音声の選択： Geminiには、数種類の基本音声（例：男性、女性、異なる音域やトーン）が用意されています。
あなたはこれらの基本音声の中から好みの声を選ぶことができます。 

○​ 設定方法: 
■​ Geminiアプリを開き、上部のプロフィール写真またはイニシャルをタップします。 
■​ 「設定」 → **「Geminiの音声」**を選択します。 
■​ 左右にスワイプして異なる声を試聴し、「選択」して設定できます。 

2.​ 文体の再現： たとえ基本音声であっても、あなたが会話のプロンプトで**「あなたはJeevesです。慇懃なRPで話し
てください」と指示を続けることで、Geminiは言葉遣いや文体**をジーヴスに近づけてきます。 



3.​ アクセントの壁： しかし、現在のTTS技術の多くは、標準的なアメリカ英語やイギリス英語、日本語の標準語など、
比較的一般的な発音に基づいています。ジーヴスのような**RP（イギリスの上流階級の洗練された発音）**という
非常に特殊なアクセントや、キャラクター特有の感情表現を、あなたが選んだ基本音声にオーバーレイして忠実

に再現することは、今後のAIの進化を待つ必要があります。 

 
【試してみる価値のあるアプローチ】 

●​ イギリス英語の音声を選択する： 音声選択のオプションの中に「イギリス英語（UK English）」の音声があれば、そ
れを選択することで、少なくともジーヴスが話す言語のベースとなる発音に近づけることができます。 

●​ プロンプトで徹底的に指示する： 会話の冒頭で、「今後すべての応答を、P.G.ウッドハウスの小説の執事ジーヴス
のように、丁寧で洗練されたRPの口調で行ってください」と明確に指示を出し続けてみてください。文字通りではな
くとも、雰囲気は再現してくれるかもしれません。 

 
 
Q: That's an interesting experiment. I'll tweak the prompt and try different things. Thanks again for all the valuable 
information today. 
 
A: You're very welcome! I'm glad I could provide valuable insights into Gemini's capabilities today. 
Tweaking those prompts and experimenting with the available voices is definitely the best approach. Even if Gemini 
can't nail the precise Received Pronunciation (RP) accent, its Large Language Model (LLM) core is extremely 
good at adopting the vocabulary, cadence, and politeness of Jeeves. I'm confident you'll still have a most 
satisfactory conversation! 

If you have any more questions about AI, technology, or even the latest in Wodehouse scholarship, feel free to ask. 
Happy experimenting! 
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